










































































































































































































































































































































































































































































































































































                                               



























































































































                                               
10 1934〜2007。かつてのインドネシア共産党書記長 D. N. アイディット（D. N. Aidit）の弟で、詩人、
作家。1965年 9月 30日事件当時、中国で働いており、インドネシアに帰国できなくなる。後にパリに
定住し、その地に没した。 
11 1965年 9月 30日事件で、拉致された陸軍将軍たちが拷問・殺害されたとされる場所。現在は記念
公園となり、博物館があり、児童・生徒が社会科見学によく訪れる場となっている。 



































                                               
13 1960年に成立した農業基本法（Undang-Undang Nomor 5 Tahun 1960 tentang Peraturan 
Dasar Pokok-Pokok Agraria）および農地面積規定法（Undang-Undang Nomor 56 Prp Tahun 
1960 tentang Penetapan Luas Tanah Pertanian）により個人の所有する農地は、人口密度によっ
て水田は 5〜15、畑は 6〜20haに制限された。しかしその実施が遅れたため、共産党傘下の農民戦















































                                               










マルティン・アレイダは、1943 年 12 月 31 日、北スマトラのタンジュン・バライ（Tanjung 
Balai）に生まれた。この名前は筆名であり、もともとはヌルラン（Nurlan）という名前だったとい






















                                               
16 Lie 2010. またMoriyama(2017, )は、もとの名を Nursan としているが、これは誤植の可能性が高
い。インドネシアは改名が比較的容易なため、現在、彼が生まれたときの名を現在も住民登録に用いて
いるかは不明である。 
17 2009年 3月 14日、イスマイル・マルズキ公園（ジャカルタ）における本人へのインタビューによる。
バタック人であれば氏もあるはずだが、これも不明である。 
18 ちなみに、同時期に投獄されたバリ人の詩人、プトゥ・オカ・スカンタ（Putu Oka Sukanta）はバリ語
の詩を書いたメモを見付けられ、これを暗号と見做されて、却って酷い拷問を受けたという。彼もまた自




































                                               
19 Lie 2005、および 2009年 3月 14日の本人へのインタビューによる。 
20 これらの短編のリストや評価については、 Hurip（1972）を参照されたい。 
21 1960年代前半の人民文化協会の主張と、それに反対する芸術家たちの主張については、
Moeljanto and Ismail（ 2008）を参照されたい。 
22 2009年 3月 14日のマルティン本人へのインタビューによる。 































Undang Nomor 56 Prp Tahun 1960 tentang Penetapan Luas Tanah Pertanian）によ
り個人の所有する農地は、人口密度によって水田は 5〜15、畑は 6〜20ha に制限された。し
かし、法律ができたことと、その実施には大きな隔りがあった。土地の集中が著しく、しかし、農
地改革が遅れた地域では、農民戦線（BTI）の指導の下、地主の農地を一方的に占拠、小作
                                               
24 2009年 3月 14日のマルティン本人へのインタビューによる。 
25 日刊紙 Kompas や、出版社・書店 Gramedia 等を抱えるインドネシア有数のメディアグループの
一出版社。 







































『40年の沈黙（40 Years of Silence）』では、家族を守るために家族のもとを去り、町の有力者の妻にな
らざるを得なかった女性について、その息子が証言している。 



















                                               





32 http://www.tempo.co/read/caping/2014/09/22/129522/Adi （2014年 11月 2日閲覧）。 
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